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１．組織の概要
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企業理念（vision）

地球環境を守る為、環境支援活動において
『新しいあたりまえ』を創出し、全てのステークホルダーと共に、
脱炭素社会の実現を目指す。

事業所名 株式会社アップルツリー

代表者名 代表取締役 南谷 幸男

設立 2010年5月27日

本社所在地
〒143-0006 東京都大田区平和島4-1-23

JSプログレビル5F

事業活動の内容

• GX推進事業
（企業のCO2削減に関する商材、サービスの提供）

• スマートグリッド設備機器の商社事業
（太陽光システム、蓄電池、オール電化）

• LED照明事業
（企画・製造・設計・販売）

事業の規模
• 年間売上高：38億円（2022年度）
• 従業員数：本社44人（全体：97名）※2022年2月末時点

• 延床面積：633.6㎡

環境管理責任者
及び連絡先

環境管理責任者：
ＧＸ推進事業部副事業部長 能村 潤人

連絡先：03-6825-7300

⚫ 対象範囲：
本社（平和島オフィス）

⚫ 対象活動：
オフィス内の事業全体に係わる全ての活動、製品及びサービス

２．認証・登録の対象範囲及び活動



３．環境経営宣言
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【株式会社アップルツリー 環境経営方針】

基本理念

株式会社アップルツリーはフォーバル・グループの一員として、「グループ経
営理念」に込められた思いの実現に向け、社員、家族、顧客、株主、取引先、
地域社会など、私たちに関係するすべての人たちに「幸せの分配」をしていけ
る企業を目指しています。

また「グループ経営基本方針」には「世界・未来に目を向け 『社会が求める真
の価値』を追求す」』とあり「将来にわたって持続可能な社会の実現」という世
界共通の社会価値創出に貢献してまいります。

方針

当社はLED照明事業（企画・設計・販売）、スマートグリッド設備機器の商社事
業に係る全ての活動、製品及びサービスの環境影響を改善するとともに、
フォーバル・グループ社是に基づき、地球全体の環境改善を目的として、地球
温暖化対策に取組みます。

1. すべての事業活動を通じて発生する温室効果ガスの削減を心がけ、汚染
の予防と環境保護を推進し、地球環境の改善に取組みます。

2. 当社事業に関わる環境関連法規及びその他の環境関連の要求などを明
確にし、順守します。

3. 当社の活動、製品及びサービスに係わる環境影響の内、以下の項目を
環境管理重点テーマとして取り組みます。
(1) 84%再利用可能な当社LED照明ブランド「RE Shin」の拡販活動
(2) 企業の環境経営を支援する可視化ツールによるGX推進活動
(3) 社員の環境意識及び知識向上のための啓発活動実施

4. 一人ひとりが環境改善活動を積極的に実践できるように、この環境宣言を

5. 組織の全員に周知するとともに、一般の人々が入手できるようにします。

6. ５．地域の環境改善活動に積極的に参画します。

上記の方針達成のために、環境改善目標を設定するとともに、定期的に見直
し、環境マネジメント活動を継続的に推進します。

制定日：2021年10月1日／改訂日：2022年4月1日

株式会社アップルツリー

代表取締役社長 南谷 幸男
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４．環境経営目標

区分

環境改善
目標

基準年度
実績

単年度目標と実績

（中長期） 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

1 省エネ

電力使用量
削減

電力
使用量

69,310kWh

CO2
排出量
30,566

kg-CO2/kWh

目標

基準年度比
２％削減

基準年度比
３％削減

基準年度比
３％削減維持

使用量 使用量 使用量

67,925kWh 67,231kWh 67,231kWh

CO2排出量 CO2排出量 CO2排出量

30,090
kg-CO2/kWh

29,783
kg-CO2/kWh

29,783
kg-CO2/kWh

実績

使用量 使用量 使用量

61,272KWh

CO2排出量 CO2排出量 CO2排出量

27,144
kg-CO2/KWh

※排出係数は電気事業者別排出係数（電気R5.１.24環境省・経済産業省公表）におけ
る東京電力エナジーパートナー排出係数（0.443kg-CO2/kWh）にて算出

2 啓発活動
環境に関する
社員の意識、
スキルアップ

4回／年
不定期実施

目標 4回／年 ４回／年 ４回／年

実績 5回／年

3
LED照明
拡販活動

営業
会議の実施

1回／月

目標 1回／月 1回／月 1回／月

実績 2回／月

4 省資源
事務用紙
使用量削減

36,788枚

目標

基準年度比
1％削減

基準年度比
1％削減

基準年度比
1％削減

36,420枚 36,420枚 36,420枚

実績 36,420枚
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４．環境経営目標

＜改訂＞2023年度～

・省エネ（使用電力量削減）及び省資源（事務用紙使用量削減）
の取組みは今後も継続していくが、当社の環境経営目標とするに
は環境影響は小さいと判断。
・今後は事業実態に則して、環境へ好影響を与える事業及び
サービスの促進を目標に設定して取り組んでいきます。

区分
環境改善
目標

（中長期）

基準年度
実績

単年度目標と実績

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

1
LED照明
拡販活動

売上増

2022年度
売上実績
1,020,064
千円

目標

基準年度比
3％増

前年度比
３％増

前年度比
３％増

売上 売上 売上

1,050,666千円 1,082,186千円 1,114,652千円

2
GX事業
推進

新規サービス
の事業開始と
利用社数増

2023年7月
事業スタート

予定
目標

初年度目標
前年度比

利用社数10％
UP

前年度比
利用社数10％

UP

顧客数 顧客数 顧客数

70社 77社 85社

3 啓発活動
環境に関する
社員の意識、
スキルアップ

1回／月 目標 12回／年 12回／年 12回／年

※別表-1「環境への負荷の自己チェック表」及び別表-2「環境への取組の
自己チェック表」をもとに環境経営目標を設定



7

５．環境経営計画と取組内容

＜5-1 環境経営計画と取組み内容＞

環境経営計画 取組内容

１．ＣＯ２排出量の削減

・電力使用量削減

・車燃料使用量の削減

・紙の削減

1-①：電力使用量の削減
・事務所電気使用削減
・空調の適正使用

・テレワーク推奨

・事務所内の蛍光灯のLED化

・使用していない部屋の空調をOFFにする

1-②：紙の使用量削減
・デジタル化によるペーパーレス
・印刷頻度の削減

・電子契約推進

・会議資料、提案資料などのデータ化

・両面印刷、裏紙印刷推奨

２．環境配慮製品（LED照明）の販売促進
・日本製の高品質製品の提供
・独自製品の提供
・新規製品の開発

・GX推進アイテムとしての販売戦略へ移行

・他社との差別化になる付加価値のある

新製品の規格検討

３．社内における環境意識及び知識向上
・社内教育テスト実施
・新規事業展開（GX推進）

・e-ラーニングなどによるテスト実施

・GX推進事業化準備

・月初朝礼などによる全社員への情報伝達

環境経営計画 取組内容

１．製品・サービスによる環境負荷低減
・自社LED照明の販売促進

・GX推進事業の事業化

1-①：LED照明の販売促進
・日本製の高品質製品の提供
・リユースによる廃棄物削減
・独自製品の提供

・84%リユース可能なLED照明「RE Shine」の販売

・UV-A除菌LED照明「KIREILU」の販売

・製造過程におけるCO2排出量実質ゼロ製品の販売

1-②：GX推進事業の事業化準備
・脱炭素経営支援サービスの構築
（ツール開発・サービス構築）

・CO2排出量／削減量の可視化ツールの開発

・環境経営状況スコアリングサービス構築

・環境への具体的な取組み施策整備

２．社内における環境意識及び知識向上
・環境関連の情報共有
・GX推進事業化進捗共有

・GX推進事業化内容及び状況共有

・月初朝礼などによる全社員への情報伝達

・eco検定を取得必須資格に設定

＜改訂＞2023年度～
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６．実施体制

役割・責任・権限

代表者

1. 環境管理責任者の任命
2. 環境経営方針の制定
3. EMSを運用し、維持するための経営資源を準備する
4. 代表者による全体評価と見直し、指示
5. 環境経営目標、環境経営計画、環境経営レポートの承認
6. 効果的で必要十分な実施体制を構築する
7. 実施体制においては各自の役割、責任及び権限を定め、

全従業員に通知する

環境管理
責任者

1. 環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善
2. 代表者への環境経営システムの実施状況報告
3. ＥＭＳの事務局の責任者として事務局運営
4. 業務・役割に応じ、必要な教育訓練を適切に計画・実施する
5. 関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底
6. 環境関連文書及び記録の作成・整理

部門
責任者

1. 自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告
2. 自部門の必要な手順書作成及び運用管理
3. 自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

従業員
1. 環境経営方針を理解し、部門の環境経営計画に従って活動する。
2. e-ラーニングなどによる環境に関する知識や認識の向上に努める。

代表取締役

事業本部

環境管理責任者

ｿﾘｭｰｼｮﾝ
営業部

業務部

営業部

業務部

技術部

管理
企画部

企画
営業部

製造部

GX推進
事業部

EX推進
事業部

ライティング
事業部

経営管理室
マーケティング

戦略部

（事務局）
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７．取組結果とその評価及び次年度取組み計画

＜７-1 運用期間中の取組み結果と評価＞

環境経営計画

取組結果とその評価（22年4月～23年3月）

環境経営目標 実績
達成

取組み結果と評価
区分

１．電力使用量削減

・使用していない部屋の消灯
・エアコンの温度管理

前年度比２%削減

目標使用量
67,925ｋWh

61,272kWh

＜達成率＞
111%

〇

空調や照明の無駄な使用をなくして
いく意識が社内に浸透してきており、
テレワーク体制の定着などもあり、目
標は達成の見込み。
引き続き取組は継続していくが、環
境負荷への影響度合いを考慮し、
環境目標として設定するかは検討。

２．事務用紙使用量削減

・会議資料、提案資料などの
データ化
・両面印刷、裏紙印刷推奨
・電子契約推進

前年度比1％削減

目標使用枚数
36,421枚

33,367枚

＜達成率＞
109%

〇

テレワーク体制の構築や電子帳簿
保存法への対応なども踏まえ、社内
のペーパーレス化を着実に遂行出
来た。
今後も取り組みは継続していくが、
環境負荷への影響度合いを考慮し、
環境目標として設定するかは検討。

３．啓発活動

・社員の環境意識向上
・e-ラーニングなどによる
社内テスト実施

4回／年

社内テスト他、
環境に関する
情報共有

5回実施

＜達成率＞
125%

〇

毎月月初の全体朝礼時に全社員へ
環境に関する情報共有を実施。

GXに関する社内ロープレ大会を実
施。フロント／バックオフィス共に自
分事として考えて話すきっかけと
なった。

４．LED照明拡販活動

・営業会議による販売施策
及び計画策定

12回／年

24回／年実施

＜達成率＞
200%

〇
毎月月初と月中に営業会議を実施
し、LED照明の販売計画と改善の策
定を実施した。

〇：目標達成／×：目標未達成

＜7-2 次年度の環境経営目標及び環境経営計画＞

環境負荷への影響を考慮し、次年度（2023年度）より環境経営目標を事業
実態に則したものに改訂（4項の環境経営目標に示す）。また、目標の改訂
に伴い、環境経営計画も変更（5.1項の取組内容に示す）。
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8．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果
並びに違反、訴訟などの有無

当社本社事務所において適用される主な環境関連法規等は次のとおりである。

＜8-1 環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価＞

法規制等 当社の対応 遵守状況 評価

廃棄物処理法
（一般廃棄物）

【産業廃棄物】
本社事務所において発生なし。不要な資材は
「リサイクル資材」として当社東北工場へ運搬。
東北工場で選別、処理を実施

【一般廃棄物】
ビル管理規定にを順守

ビル管理規定に従い
適正に処理している

〇

家電リサイクル法

【該当製品】
冷蔵庫

長期使用を心掛け、廃棄の際は指定業者に
リサイクル料金を支払う

買替・廃棄などの
実績なし

〇

小型家電リサイクル法

【該当製品】
扇風機／小型プリンター／電子レンジ／
電気ポット／空気清浄機
※パソコン／電話機（固定、携帯）はレンタル

廃棄の際には管轄の自治体のルールに準じて処
分する

買替・廃棄などの
実績なし

〇

国等による環境物品等の
調達の推進等に関する法律

（グリーン購入法）

事務用紙、各種備品などの購入に際して環境配
慮商品を選択するようにしている。

環境配慮の商品を購入 〇

地方条例
（東京都環境確保条例）

条例に従い適切に対応
・火災予防
・廃棄物の適正な分別と排出、排ガス規制
・その他行政施策への協力
など

事業者の責務を果たし
ている

〇

環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、環境関連法規等
への違反・訴訟はありませんでした。
なお、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。
事務所近隣など外部からの苦情などの指摘事項もありませんでした。

＜8-2 違反、訴訟などの有無＞
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９．事故及び緊急事態への準備及び対応

事故及び緊急事態の想定結果及びその対応策については、
手順を別表-5に定める。また、訓練などの記録を別表-6に残す。

実施日 場所 責任者 実施内容

2023年
3月23日

入居
ビル

防火
管理者

ビル管理センターの指示の元、火災発生の
放送後、非常階段を使用し隣接の駐車場ま
での避難訓練を実施

＜防災訓練の実施記録＞

【備考】
ビル管理規定に準じる。
※コロナ禍により中止されていたが、2023年3月より再開
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１０．代表者による全体評価と見直しの結果

（1）全体評価

EMS構築後、初年度となる1年を通じて組織全体の環境への
意識は着実に高まっている感じている。
環境経営目標及び計画については概ね実行できていると評価できる。
但し、電気の使用量削減やペーパーレス化は事業活動において、最低限
のレベルまで取り組んでおり、引き続き削減活動は維持していくが、環境影
響としては小さいものとなる。
よって、今後は現状の「削減」を主軸とした環境経営目標から、
事業実態に則して、社会的に環境負荷低減につながる事業の伸長を目標
に設定し直して、脱炭素社会実現に向けて取り組んでいく。

（2）環境経営目標の結果

環境経営目標
達成度

項目 目標 実績 評価

電力使用量の削減 67,925ｋWh 61,272kWh 〇

事務用紙使用量削減 36,421枚 33,367枚 〇

啓発活動 4回／年 5回/年実施 〇

LED照明拡販活動 1回／月 2回／月実施 〇

（3）計画などの見直し

項目 見直し

①環境経営方針 変更なし

②環境経営目標 環境負荷と事業実態を考慮して見直し

③環境経営計画 環境経営目標の見直しに合わせて変更

④実施体制 変更なし

⑤環境経営システム 変更なし
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版 数 日 付 変更箇所・内容・理由

初版 2022/4/28 新規制定

第2版
2023/4/10 環境経営方針 改訂

2023/4/10 環境経営目標及び計画 変更（2023年度～）

【改訂履歴】
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